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第 2章 地域住民の行動と銚子の観光地化 
 












































































 以上のような視点から、本章では第 2節 1）において犬吠埼灯台設置以前の銚子観光について
考察する。考察にあたって銚子を訪れた近世の文人らによる作品を資料とし、作品中に紹介され
た名勝とそれらを紹介する記述から犬吠埼灯台設置以前の状況を把握する。第 2 節 2）では第 2
節 1）で明らかとなった犬吠埼灯台設置以前の銚子における名勝が灯台設置以降いかに変化す
るのか考察する。第 3 節 1）では犬吠埼灯台設置以降の犬吠付近に出現した旅館や皇族の別荘、
観光客を輸送する手段として設立された鉄道会社について概観する。また、灯台の設置以降に
変容する銚子観光や、新たな観光資源と目されるようになった犬吠埼周辺の状況について、観光



















こ う す う こ く
による 1784（天明 4）年の『銚子名所漫遊図巻』9)で、二つ目は赤松宗
旦による 1858（安政 5）年の『利根川図志』10)である。 
①『銚子名所漫遊記図巻』に描かれた銚子 








  東都散人嵩谷銚子港遊暦之際磯見物之時則チ眺望ナカラ画キ連日三日ニ而図成ル 
      天明四申辰 
































 『利根川図志』の作者である赤松宗旦は、医師赤松宗旦(初代)の子として 1806（文化 3）年に下
総国相馬郡布川村で生誕し 1860（文久 2）年に 57 歳で没している。二代目宗旦は 1813（文化
10）年に 8 歳で父と死別した後、母親の生家がある下総国印旛郡吉高村に転居し医術を学んだ。
その後 1831（天保 2）年 33歳の時に布川村に戻り医師として開業した。この二代目宗旦は 1854








































































図 2−3 「銚子浜磯巡の図」 
（『利根川図誌』368-369 頁） 







































図 2−5 「銚子浦犬若嶋千騎岩之図」 
（『利根川図誌』382-383 頁） 































灯台を設置することが決まった 16)。これら 7 基の灯台を設計したのは、日本政府が「お雇い外国
人」として招聘したイギリス人技術者リチャード・ヘンリー・ブラントンであった。犬吠埼灯台は 1872

















































 犬吠付近で観光客を対象として最初に立地した施設は、銚子の有志らが 1885（明治 18）年に
営業を始めた灯台見物客向けの茶店であるといわれている 20)。この茶店はその後明治20年代に






















































見宮家 24)の私的な別邸として建設された瑞鶴荘である。瑞鶴荘は 1903（明治 36）年に起工され、
1905（明治 38）年に竣工した 25)。これは伏見宮第 21 代 貞愛
さ だ な る
親王が 48 歳の時であった。貞愛
親王は、1923（大正 12）年に 66歳で没するまで毎年のように避暑や避寒のため銚子を訪れてい
































































































ると、明治 41 年『案内』と同様に自然景観と寺社が中心に紹介される傾向がわかる。また 1908



























昭和初期における海水浴客の増加傾向は、1913（大正 2）年と 1932（昭和 7）年における暁雞
館の月別利用客数にも現れている（図 2−10）。暁雞館の株主総会で各年度に配布された『営業
報告書』によると、1913（大正 2）年では月ごとに来客数の差は確認できるが季節による来客数の
偏りは見られない。一方 1932（昭和 7）年では 9月を頂点に、夏季の来客数が多くなっている。年
間を通した合計の来客数では、1932（昭和 7）年の段階では 7,936 人であったものが 5 年後の





























 この記述から、1928（昭和 3）年から 10 年にわたり株主に配当金を支払えない経営状況であっ


































暁雞館は鉄道事業を分離した 1918（大正 7）年と、大手ホテルグループによる経営となった 1985
（昭和 60）年に会社組織が改変されている。ここでは、暁雞館の出資者のうち 20株以上を所有す
る株主について、同館が鉄道事業と経営を統合する以前の 1913（大正 2）年と鉄道事業との分離
後である 1933（昭和 8）年をそれぞれ同年次の営業報告書 43)に記載された株主氏名録から表
2−2 と表 2−3にまとめた。この 2表を比較すると、1913（大正 2）年では総株数 750株を 48名が
所有しているのに対し、1933（昭和 8）年は総株数 1,000株を 85名が所有している。株主 1人の
平均所有株数をみると 15.6から 11.8へと減っており小口の株主が増加したものといえる。 
 1913（大正 2）年に 20 株以上所有する大口の株主で居住地と職業が明らかとなっているものを






























いて 1918（大正 7）年の株式会社登記簿 45)から検討する（表 2−4）。1918（大正 7）年の登記簿は、
暁雞館が遊覧鉄道と経営を分離し、会社組織を再編した時に作成されたものである。表 2−4をみ











































鉄道である 46)。遊覧鉄道の設立当初の株主についてみると、遊覧鉄道の総株数 3,000株は 258














































































正 6）年に廃業した 49)。1917（大正 6）年から 1922（大正 11）年の 5年間は暁雞館が自動車部を
設立し、鉄道線路敷地を暁雞館のバス専用道路として宿泊者の輸送を行なった。 
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8) 前掲 7)133-135頁。 
9) 銚子市青少年文化会館所蔵。 
10) 柳田国男校訂『利根川図志』岩波書店、1938、394頁。 
11) 永瀬恵子「英派研究序（二）−高嵩谷を中心に−」日本美術工芸 12-627、1990、20-29頁。 
12) 『日刊大衆日報』第 12466号、1992（平成 4）年 1月 18日記事より。 




16） 前掲 15)212-214頁。 
17) 前掲 14)7頁。 
18) 犬吠埼ブラントン会編『公開シンポジウム 犬吠埼灯台と R.H.ブラントン報告書』犬吠埼ブラ
ントン会、2000、5頁。 
19) 前掲 14)2頁。 
20) 香取佳子氏への聞き取りによる。香取氏は 1959（昭和 34）年から 1986（昭和 61）年の間、
経理担当として暁雞館に勤めた経験がある。 
21) 暁雞館には、「明治二十二年十一月一日釘立 明治二十二年十二月廿八日上棟 棟檄 
共同暁鶏館 海水浴室第三 建築  明治二十三年三月日落成」と記された棟札が保存され
ている。ここに記された年号から、明治 20 年代の始め頃には旅館業を開始していたものと推察
される。 









25) 前掲 24)10頁。 
26) 前掲 24)10頁。 
27) 前掲 24)10-15頁。 
28) 岩上方外『銚子案内』帝国名勝誌出版協会、1913。 
29) 鈴木誠「旧伏見宮家別邸銚子瑞鶴荘の庭について」造園雑誌 48-5、1985、61-66頁。 
30) 杉原康定『銚子案内』中村書店、1908。 
31) 前掲 28)。 
32) 鳥羽章『銚子案内』千葉タイムス社、1928。 
33) 雨宮茂民編『銚子商工案内』銚子商工会議所、1940。 
















43) 1913（大正 2）年については前掲 42)より、1933（昭和 8）年については前掲 38)より作成。 










47) 前掲 5)22-25頁。 
48) 前掲 5)20-21頁｡ 
49) 前掲 5)20-21頁｡ 













図 3−1 「一番街」の町並み（仲町交差点より北側を望む） 
（2017 年 12 月 21 日筆者撮影） 
蔵造り建造物に限らず明治以降の建造物が軒を連ねている。 

















































































































































3 駅のうち最初に開設されたのが 1895（明治 28）年に川越鉄道の終点として開業した
川越駅（現、本川越駅）であり、次に開設されたのが 1914（大正 3）年に開通した東上鉄
道の川越町駅（現、川越市駅）である。現在東武と JR が接続している川越駅は、東上鉄



























































































れない。南町には 64、鍛冶町には 45、合計 109 の商店が書き上げられている。それぞれ
の町における商店の業種構成をみると、南町では呉服・太物が 7、足袋が 5 確認できるほ
か、下駄や雨具が 3、洋服や洋物が 4 となっており、衣料品を扱う商店が目立つ。衣料品
以外では、酒 3、魚 3、鰹節 2、パン 2 など食料品を扱う商店や、荒物 3、小間物 3 といっ
た日用品を扱う商店がみられる。鍛冶町では、呉服・太物が 12 と圧倒的に多く、足袋 4、
下駄や雨具が 1 となっている。食料品を扱う商店は、菓子 2、米穀 1、砂糖・粉・鰹節 1





 南町と鍛冶町の業種構成がその後どのような変化をたどるのか、表 3−1と表 3−2、図 3−5
に示した。表 3−1 は、川越商業会議所 20)が 1913（大正 2）年に発行した『川越案内』21)、
表 3−2は川越商工会議所が 1952（昭和 27）年に発行した『川越商工名鑑』22)、図 3−5 は








商工業者の数は南町 63、鍛冶町 22 の合計 85 であった。なかでも目につくのは銀行・会
社が両町合わせて 8 確認できることである。その内訳は、銀行が第八十五銀行、川越貯蓄
銀行、黒須銀行川越支店の 3 つ確認できるほか、織物買継や生糸・繭販売業の商店が 2、




認できる業種では、織物 6、呉服太物 4、洋物 6、糸繭 3 など衣料品に関わる業種がある。





 次に 1932（昭和 7）年の『大日本職業別明細図』をもとに南町と鍛冶町の部分を書き出
したのが図 3−5である。この資料は広告地図であるためすべての商店が掲載されているわ
けではなく、掲載数は南町 32、鍛冶町 19 の合計 51 のみである。掲載数が少ないながら、
その傾向を読み取ると以下のようになる。南町では、時計、金物、自転車、小間物、洋物、
魚、薬を扱う商店がそれぞれ 2 確認できる。明治期の商店構成を表した図 3−4と比較する
と明治期に目を引いた呉服の掲載がこの図では 1 のみであり、一方で機械編み生地のメリ
ヤスを扱う商店が出現している。鍛冶町では銀行が 2 確認できるほか、複数立地する業種
では織物 2、薬 2、玩具 2 が見られる。食料品を扱う業種では菓子が 1、砂糖が 1 確認で




 表 3−2 は、1952（昭和 27）年の業種構成を川越商工会議所発行の『川越商工名鑑』か












































































































この記事は、川越市商工課が埼玉県の指導を受けて 1961（昭和 36）年 7 月から 1962（昭
和 37）年 1 月にかけて実施した「商業環境診断」の結果に基づき市内の商店街ごとに現状
分析と問題点の指摘を連載記事にしたものである。この「商業環境診断」全体の講評は「川










































































氏の 4 名であった 34)。この 4 名のうち 2 名は一番街商店街で商店を営むが、他 2 名は一番
街商店街の北に位置する喜多町と神明町で商業を営む住民である（図 3−6）。また 4 名と
も蔵造りの建造物で商店を営む人々ではない。この発起人 4 名の呼びかけに応じて蔵の会
設立準備委員になった人物は発起人を含み 21 名であった。この 21 名の内訳は、元町 8、
幸町 6、仲町 4、神明町 1、喜多町 1、新宿町 1 である。このように一番街商店街を含む元
町や幸町、仲町の商店主らによって構成された蔵の会設立準備委員であるが、後述の 1981
（昭和 56）年に行われた川越市による蔵造り建造物の文化財指定が行われた対象建造物で














































































 蔵の会設立趣旨に基づき発起人 4 名で始動した蔵の会は、21 名の設立準備委員によって




ク ラ シ ッ ク
大賞」を創設した 39)。
この蔵詩句大賞創設の後、川越市は 1988（昭和 63）年に都市景観条例を制定し 1990（平
成 2）年から「かわごえ都市景観表彰」を隔年で実施しており、蔵の会が主催する蔵詩句
大賞が市の事業に先行した形になった。さらに 1993（平成 5）年には全国の町並み保存関
連団体が加盟する全国町並み保存連盟による第 16 回全国町並みゼミ川越大会 40)の事務局
を担当した。このことは蔵の会が他地域との連携を深めるきっかけとなったばかりでなく、
町並み景観の保護に関わる多くの研究者や行政関係者などを川越に招くことで、川越の蔵







ライトアップ事業などに取り組んでいる 42)。現在蔵の会に加入している会員数は 199 で、
居住地の内訳は川越の旧城下町十カ町の地域に居住する者が 48、その他川越市内居住者












































識者 3、関係自治会長 4、蔵の会会員 3 の 21 名で構成され、ほぼ毎月例会を開催している。
2017（平成 29）年に委員会設立 30 周年を迎え、作成された町並み委員会の記念誌には設
立時から現在にかけて開催された例会の主な議題がまとめられている 52)。それによると、
1996（平成 8）年度までの最初の 10 年間では店舗改装や修理に関する案件が議題の 45%























図 3−7 「一番街」に隣接して建設された高層マンション 
（2017 年 12 月 21 日筆者撮影） 























並み員会の例会であった。町並み委員会では同年 6 月 21 日に開催した第 83 回例会におい
て伝建地区の概要について報告がなされ、7 月 30 日の第 84 回例会に町づくりに関する諸
制度の比較検討ワークショプ、9 月 27 日の第 85 回例会にてワークショップの結果報告、
11 月 22 日の第 86 回例会では伝建地区の対象範囲を検討するワークショップ、12 月 20
日の第 87 回例会で個別の建物に対する「修景」や「許可」「不許可」の概念検討などが行















10）年 6 月に「川越市伝統的建造物群保存地区保存条例」が制定され 1999（平成 11）年






年 10 月現在の町並み委員会は商店街関係者 8、自治会関係者 8、蔵の会関係者 5、学識者





























図 3−8 重要伝統的建造物群保存地区内の景観（仲町交差点東側） 



































































10 月 25 日号「小江戸の情緒豊かに川越まつり」や 1978（昭和 53）年 9 月 25 日号「川越
まつり 小江戸の情緒をあなたも… 今年は山車十九台が参加」のように、10 月に行われ
る川越祭りの前後に発行される紙面にて「小江戸情緒」という表現を用いている。1978（昭
和 53）年 6 月 25 日号では川越市元町二丁目の山車が東京赤坂の日枝神社にて行われる山
王祭に参加することを紹介し、「祭りが結ぶ大江戸小江戸」という見出しを用いている。川
越祭り以外の祭礼では、7 月に行われる「百万灯ちょうちん祭り」69)について 1975（昭和
50）年 7 月 10 日号で「囃子とまとい振りなど小江戸の情緒」の見出しで催し物の紹介を









テレビ局であるテレビ埼玉が同年 4 月 1 日に開局し、10 月から川越市の広報番組「わが街
川越」の放送を開始したことによる。この番組は毎週火曜日に 5 分ずつ 2 回放送され、市
政情報や川越の見どころなどを紹介した。『広報川越』ではこの「わが街川越」の放送開始
に合わせて 9 月 25 日号から「小江戸 TV 情報」という記事を毎号掲載し、同番組の放送
内容の告知を行っている。また、同年には社会奉仕団体である川越初雁ライオンズクラブ
が主催し月に 1 回市内の文化財巡りを行う「小江戸川越を歩く会」の活動が開始され、同
年 7 月 10 日号には「小江戸を歩こう市民歩け運動」の見出しがみられる。この活動への
参加を呼び掛ける記事も頻繁に掲載され、「小江戸 TV 情報」と相まって毎号「小江戸」の
文字が目にとまるようになる。1981（昭和 56）年 1 月 10 日号では「’81 小江戸の初春 
そぞろあるき」と題して大きな見出しで蓮馨寺での除夜の鐘や氷川神社での初詣、喜多院
のだるま市の様子などを紹介している。このように『広報川越』では観光ガイドブックな
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3) 1997（平成 9）年から記録保存を目的とした調査が開始され、2001（平成 13）年に調査のまと
めとして『所沢たてもの帖』が発刊された。前掲 2)17-19頁。 
4) 前掲 1)517-519頁。 
5) 益井茂夫「公文書からみた「川越鉄道」」多摩のあゆみ 73、1993、31-76 頁。 
6) 益井茂夫「公文書からみた「川越電気鉄道」」多摩のあゆみ 73、1993、15-30 頁。 
7) 川越久保町駅は、現在の川越市三久保町にあった。 







12) 杉村暢二「川越の市街地形成と商業中心の移動」帝京史学 10、1995、117 頁。 
13) 溝尾良隆・菅原由美子「川越市一番街商店街地域における商業振興と町並み保全」人
文地理 52-3、2000、87 頁。 
14) 前掲 11)8 頁。 
15) 前掲 11)8 頁。 
16) 佐藤滋『城下町の近代都市づくり』鹿島出版会、1995、167 頁。 
17) 田口浪三『埼玉県営業便覧』全国営業便覧発行所、1902、520 頁。 
18) 谷謙二・飯田貴美子「『埼玉県営業便覧』の資料的特性と明治期の埼玉県における中心
地の機能と分布」埼玉大学教育学部地理学研究報告 26、2006、1-36 頁。 




川越市政だより 141、1962、1 頁。 






22) 川越商工会議所編『川越商工名鑑』川越商工会議所、1952、125 頁。 






125 頁。埼玉県産業労働部『平成 23 年度商店街経営実態調査 埼玉の商店街』埼玉県産
業労働部商業・サービス産業支援課、2012、288 頁。 
27) 記念誌編集委員会編『株式会社丸広百貨店創立 50 周年記念誌』丸広百貨店、1999、
159-212 頁。 
28) 前掲 12)113-137 頁。 
29) 前掲 13)。 
30) a.櫻井敬子「住民主導のまちづくりをめぐって 川越市一番街商店街の事例から」早稲
田大学文化構想学部 2011 年度ゼミ論文 社会構築論系 地域都市論プログラム 浦野
ゼミナール、2011、40 頁。b.若槇聡史「歴史とアクターが生み出す川越のコントラスト」









35) 川越蔵の会設立総会配布資料より。同資料は表紙を含め 9 頁からなる。川越市による
16 棟の文化財指定は 1981（昭和 56）年 12 月 25 日のことである。 
36) 前掲 35)。 
37) 可児氏への聞き取りでも同様の証言が得られた。 
38) 前掲 13)91 頁。 
39) NPO 法人川越蔵の会発行「第 13 回蔵詩句大賞」パンフレットより。「蔵詩句大賞」は






意匠を再現した新築店舗の 1 件、公共スポット賞として景観に配慮した公衆トイレを 1
件、功労賞として町並み保存活動に尽力した人物（可児氏）を 1 件表彰している。 
40) 全国町並み保存連盟ホームページより。（https://www.machinami.org/blank-1，2018
年 1 月 5 日最終閲覧） 
41) NPO 法人川越蔵の会発行「特定非営利活動法人川越蔵の会」パンフレットより。 
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玉川上水の通船計画は、1770 年頃から 1869 年頃にかけて玉川上水沿いの村々から相次いで請
願が出され、1870（明治 3）年に認可されたものである。通船の認可後、吉祥寺地区では富岡
































が中心となっており、河田太左衛門の居宅を促進運動の事務所にしていた 10)。この 8 名は明治
20～30 年代にかけて武蔵野村の村会議員を経験しているほか、池田は 1898（明治 31）年から


















図 4−3 現在のサンロード商店街の景観 
（2016 年 1 月 31 日筆者撮影） 
現在でも吉祥寺駅前のシンボルとなっている商店街のアーケード。 











































部分である。なお図 4−5a～f に示した旧土地台帳や旧公図を用いた地籍復原は、図 4−4 の太線
枠の範囲で行った。 
①明治後期における駅前休憩所開設 


































































































































































































建物の明け渡しとほぼ同時に 3 代目当主は出兵した。 
③終戦から高度経済成長期のテナントビル経営へ 












































































































































標的とされ 1944（昭和 19）年から 1945（昭和 20）年にかけて集中的な空襲に見舞われた。









































































図 4−9 現在の旧府道 26 号線「吉祥寺通り」の景観 
（2016 年 1 月 31 日筆者撮影） 
拡幅後の沿道には大型店やテナントビルなどが立ち並ぶ商店街に発展した。 
 吉祥寺地区内で昭和初期に実施された府道改良工事は、図 4−8 に示した府道 26 号線と 180
号線で順次実施された。中でも実施距離が長いのは、今日の通称「女子大通り」35)と通称「吉

























































の拡幅事業は 1932（昭和 7）年から 1934（昭和 9）年の 3 年を費やし 2 期に分けて実施され
た。そのうち五日市街道から南西へ約 350mの位置までを第一工期として 1932（昭和 7）～1933
（昭和 8）年に、さらに南西へ鉄道線路手前までの約 120m の区間を第二工期として 1934（昭
和 9）年に実施された（図 4−10）。 
まず当該区間東側の沿道における土地所有権の移動を図 4−5 で確認すると、土地所有権は全
て移動されることなく現在まで一貫して蓮乗寺所有であった。一方西側の土地は、土地台帳で








































































































寺地区において、府道 26 号線に続いて拡幅事業が実施された街路は府道 26 号線の踏切付近か
ら鉄道線路に沿って吉祥寺駅まで通じる府道 180 号停車場線（図 4−10）42)である。同道の拡
幅事業は 1938（昭和 13）年に実施され、道路総延長 162.5m を片側 1 車線の幅員 11m から片











この拡幅事業での買収面積の総坪数は 229 坪 5 合 2 勺であるが、このうち上地面積は 201






図 4−10 現在の旧府道 180 号線「平和通り」の景観 


































 このように府道 180 号線では、前例がなかった土地評価額の算出は前年までに実施された府
道26号線拡幅工事に伴う買収地の利用価値を参考に地域住民の意見を加味して算出していた。
































円のところ 9,363 円 80 銭に膨れ上がり、不足分を他の府道整備費用の残額などから補てんし









 拡幅工事以前の府道 180 号線は前述の通り鉄道用地に接していたため、移設拡幅にあたって
補償すべき対象住民は、新たな道路敷地に位置する住民であった（図 4−11）。「営業休止損失
補償料及引越料見積調書」46)には、家屋所在地の地番や家屋所有者名、借家人名、各人の業種
などが記されている（表 4−4）。ここに記載されている家屋数は 19 軒、家屋所有者数は 19 名
（重複する者を除外すると 14 名）、借家人数は 21 名（会社 1 を含む）となっている。家屋所
有者のうち複数の家屋を所有している人物は、春山庄右衛門（3 軒所有）、竹内豊（2 軒所有）、
長屋菊治（2 軒所有）、上野アサ（2 軒所有）の 4 名である。また所有家屋を借家人に貸さず自




















































 府道 180 号線の拡幅工事に伴い東京府は補償料算出のための現地調査を実施し、補償対象者
に金額を提示したうえで承諾書の提出と引き換えに補償料の支払いを実施した。このなかで、
同道沿線に居住し所有する家屋数が最大であった春山庄右衛門を事例に、補償費の内訳を検討
する。春山庄右衛門は府道 180 号線沿道に居住し 3 棟の家屋を所有する同道沿道の家屋所有者
の中で最大の所有者であった。同氏へ支払われた補償料の内訳は表 4−5 の通りである。春山庄
右衛門は所有する家屋のうち１棟（家屋調査番号 2）を自宅として使用し、自らも煙草・洋品
の小売業を営んでいた。またその他 2 棟を貸家として所有しており、1 棟（家屋調査番号 11）




し自ら小売業を営んでいた家屋調査番号 2 の物件に対しては、物件移転料として 1,574.85 円、
損失補償料として 1,387.95 円の合計 2,962.80 円が支払われている。損失補償料には営業休止






物件移転料 2,076.48 円の他、損失補償料のうち借家人 3 人からの家賃補償として 1 ヵ月あた
り 25～28 円の 3 か月分に相当する 234 円の補償が支払われている。借家人の 3 人に対する損
失補償料の内訳は、営業休止料と引越料のみとなっている。さらに会社員 1 人に貸家をしてい
る家屋調査番号 12 の家屋に対しても同様に、家屋所有者に対して物件移転料 301.65 円と損失





















































ケード 52)が立地しているほかは、府道 180 号線沿道は小規模な木造建築物が軒を連ねる景観で
あったといえる。同資料から業種の内訳をみると、食堂・料理屋等と分類される建物が道路北




























































字が記述されている。この資料から大正末〜昭和 3 年ころの商店構成を示した図 4−12A と昭








































 道路拡張直後の府道 180 号線の様子は、新たに南側に出店した「ヨシヤ帽子店」経営の堀内
































沿道の商店経営者を中心に組織された「中央会」が、1939（昭和 14）年 12 月に街路灯を整備
するため東京府知事宛に提出した「道路占用願」67)である。「中央会」には 20 名の商店主が名












































































































































































8）年 11 月 20 日に全校遠足として来園していた東京市麹町区の永田町小学校の児童１名が玉川上
水に流されてしまい、それを救助しようとした引率教員松本虎雄が上水に飛び込んだが殉職してしま






















































図 4−16 「早起きとラヂオ体操の会」広告 
（個人蔵） 









































図 4−18  「カルピス朝食会」広告 

























 井の頭池周辺が公園として開設された後、東京府に提出された「献木願」の一覧を表 4−8 にまとめ
た。この一覧を見ると、井の頭公園が開設された 1917（大正 6）年 11 月に 2 名、1918（大正 7）年 3
















































































   但坪数ハ地形又ハ樹木ノ存在等ニ依リ多少ノ増減アルヘキモノトス 
一 建物ノ土台又ハ柱ノ面ヨリ使用地境界線マテ三尺以上ノ距離ヲ存スルコト 
 
   説明 










 東京府に提出された「公園使用願」は 12通確認できる（表 4−9）。「公園使用願」は、いずれも 1918




12通の「公園使用願」は全て大正 7年 1月 1日から 10年間の使用期間を明記している。出願者の
住所は、武蔵野村吉祥寺のものが7名、三鷹村牟礼のものが5名、その他北多摩郡内では郷地村 93)


























 つぎに公園使用の目的を営業の種類別にみる。公園使用の目的は、全 12の出願のうち 10が喫茶
店であり、他の 2も「菓子、サイダー、ラムネ、鮨等」となっていることから茶店や休憩所の類であったこ
とがわかる。また使用方法の項では、多くが「建物新築」としていることが確認できる。さらに 1921（大






を提出している。「使用地継続願」の提出者を見ると、表 4−9 で確認した「公園使用願」の提出者 17





氏は 4年後の 1922（大正 11）年 2月 17日に喫茶店の開設を理由として「使用地継続願」を提出して




の 5月 6日には「公園使用地内建物模様替願」を提出し、濡縁と 6尺×3間の日覆の新設を出願し、
さらに7月8日には「喫茶店建設竣工届」とあわせて「使用地内日覆設備願」で1間×4間の日覆の新
設を願い出ている。こうした安藤大助の意欲的な店舗の増改築に対して、東京府には1922（大正11）
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